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口頭報告

1 月30日(火)午 前9:30～11:50

開 会式(9:30～9:50)  司 会  石 野  栞

挨 拶  学 術審 議会 科学 研究 費分 科会 分 科会 長  長 倉 三郎

講演 番号  班  講 演 題 名  所 属  発 表者  ペ ー ジ

「総 合 報告 」(9:50～10:50)  司 会  石野  栞

1 総 合総 括班  核 融 合特 別研 究 総 合報 告(45分)  総合 総括 班長  池上 英雄  1

2 評 価委 員 会  評価 委員 会報 告(15分)  評価 委員 長  橋 口隆 吉

「材料 ・プ ラ ズマ壁相 互作 用 」研 究班 報 告(10:50～11:50)  司 会  諸住 正 太郎

3 1 核融 合炉 材料 及 び プ ラ ズマ ・壁 相互 作用 の研 究

の10年 間 の研究 成 果(30分)  核融合科学研  宮原  昭  3

4 1 構造 材 料 の研究(複 合 条件 下 での照 射挙 動 と モ

デ リ ングを中 心 と して)(30分)  東大工  石野  栞  5

1 月30目(火)午 後13:10～17:30

「材 料 ・プ ラズ マ壁相 互作 用 」研究 班 報告(継 続)(13:10～14:20)  司 会  宮 原  昭

5 1 核融 合炉 第一 壁 と して の各種 黒鉛 材料 の総 合 的特性評価(30分)  北 大工  山科 俊郎  7

6 1 セ ラ ミックス にお け る照 射損 傷 の特徴 評価(30分)  九大 工  木下 智 見  9

評 価委 員 会  担 当評価 委員 報 告(10分)  評価 委員  諸住 正 太郎

「トリチ ウム」研 究斑 報告(14:20～15:00)司 会  河 村和 孝

7 2 核 融合 に おけ る トリチ ウムの生 物影 響 と環境 研

究-10年 間の総 括 と将 来 の課題(40分)  岡田重文  11

(ポ ス ター セ ッシ ョ ン  15:00～15:50)

「トリチ ウム」 研究 班 報告(継 続)(15:50～17:00)  司 会  岡田重 文

8 2 生 物 を含 む環 境 トリチ ウム の変動 解析(20分)  九 大理  高 島良 正  13

9 2 トリチ ウム代 謝 と ヒ トの トリチ ウム モニ タ リング(20分)  茨城 大理  一 政祐 輔  15

10 2 トリチ ウ ム水 の個 体 レベル の医生 物効 果 と作 用機構(20分)  広大 原医 研  澤 田昭三  17

評 価委 員 会  担 当評価 委員 報 告(10分)  評価 委員  田 島弥太 郎

特別 講演I(17:00～17:30)  司 会  池上 英 雄

「常 温核 融 合」(30分)  東工 大  岡 本真 実

阪大  高 橋亮 人

東 京農 工大  小 山  昇



口頭報告

1 月31日(水)午 前9:30-12:30

講演 番号  班  講 演 題 名  所 属  発表 者  ペー ジ

「炉 心制 御 の基 礎 」研 究班 報告(9:30～10:40)  司 会  宮 本健 郎

11 3 「炉心 制 御 の基礎 」 の研究 結 果概 要(20分)  京大理  田中茂 利  19

12 3 爆 縮 プ ラ ズマ診断 用 計測技 術 の研 究(25分)  阪大 レー ザ ー研  山中龍 彦  21

13 3 高 周 波加 熱 に おけ るプ ラ ズマ輸送 と制 御(25分)  京大 理  嘩道  恭  23

「炉心 制御 の基 礎 」研 究班 報告(継 続)(10:40～11:40)  司 会  築島 隆繁

14 3 外 部 導体 系 プ ラズ マ閉 じ込 めの 最適化 に関す る研究(25分)  東北 大工  佐藤 徳 芳  25

15 3 計算 機 に よ るプ ラズマ モデ リン グ(25分)  核融 合科 学研  佐 藤哲 也  27

評 価委 員 会  担 当評価 委 員報 告(10分)  評価 委員  西 川恭 治

特別 講 演II(11:40～12:30)  司 会  井 上信 幸

「ITERの 進捗 状況 と今 後 の課題(仮 題)」  原研  松 田慎 三郎

(50分)

1月31日(水)午 後13:30-17:00

特 別講 演III(13:30～14:20)  司 会  関 口  忠

「核 融合 科学 研究 所 の活動 につ いて」(50分)  核 融 合科 研  飯 吉 厚夫

「超 伝導 マ グネ ッ ト」研 究 班報 告(14:20～15:00)  司 会  穴 山  武

16 4 大 学 にお け る核融 合超 伝 導工学 研 究 の現状(20分)  九 大 ・工  山藤  馨  29

17 4 核 融 合用 先進 超電 導線 材 特性 の 向上 と実用 導体特性の評価(20分)  岩手 大工  能 登 宏七  31

(ポ スター セ ッシ ョン  15:00～15:50)

「超 伝 導 マ グネ ッ ト」 研究 班報 告(継 続)(15:50～17:00)  司 会  入 江富士 雄

18 4 超伝 導磁 石材 料 の核 融 合下環 境 試験(20分)  阪大 産研  岡 田東 一  33

19 4 核融 合用 超 電導 マ グ ネ ッ トの電 磁構 造力 学 と ク

ライ オメ カニ ックス(20分)  東北大  高橋秀明  35

20 4 超電 導 マ グネ ッ トの高 電流 密度 化 と安定 化(20分)  横浜 国 大工  塚 本修 巳  37

評 価 委員 会  担 当評価 委 員報 告(10分)  評価 委 員  山 本賢 三



口頭報告

2月1日(木)午 前9:30～11:30

講演 番号  班  講 演 題 名  所 属  発 表者  ペ ー ジ

「核 融 合 ブ ラ ンケ ッ ト工学 」研 究班 報告(9:30～11:30)  司 会  高 橋 洋一

21 5 総 括報 告 核融 合 ブ ラ ンケ ッ ト工学 の進 展

-科 研核 融合 特別 研究 によ る-(10分)  阪大工  住田健二  39

22 5 核融 合 ブ ラ ンケ ッ ト工学 にお ける構造 上 の問 題点(20分)  東大 工  宮  健 三  41

23 5 熱 ・流体 関連 にお け る問題点(20分)  東工 大原 子炉 研  井 上  晃  43

24 5 核融 合 中性子 工 学 と トリチ ウム増殖(25分)  東北 大工  椙 山一 典  45

評 価 委員 会 担 当評価 委 員報 告(10分)  評価 委員  宮 本  博

「ト リチ ウム理 工学 」研 究班 報 告(10:55～11:30)  司 会  岡 本真 実

25 5、6複 合 トリチ ウム増 殖材 料 の製造 と特 性評 価及 び増 殖トリチウムの回収  東 大工  高 橋洋 一  47

26 5、6複 合 トリチ ウム プ ロセ シ ング(15分)九 大工  西 川 正史  49

評価 委 員会  担 当 評価 委員 報告(5分)  評 価委 員  竹 内豊三 郎

2月1日(木)午 後13:10～16:25

「核 融合炉 設 計 と評価(6班)」研 究 班報 告(13:10～14:45)  司 会  百 田  弘

27 6 6班 の研 究 活動 の概 要(5分)  東工 大原 子炉 研  岡本 真実  51

28 6 炉設 計,お よ び共 同研究(40分)  阪大 工  渡 辺健 二  53

29 6 核 融合 炉評 価 と燃料 選 択(40分)  核融 合科 学研  田島輝 彦  55

評価 委員 会  担 当評 価委 員報 告(10分)  評価 委 員  関 口  忠

(ポ ス ター セ ッ シ ョン  14:45～15:35)

特 別 講演IV(15:35～16:15)  司 会  住 田健 二

「日米協 力 に よる核 融合材 料研 究 の進 展」  東 大工  石 野  栞

閉会 式(16:15～16:25)

挨拶  総 合総 括班 副 班長  河村 和孝

閉 会 の辞  実 行 委員 長  石野  栞



ポスター報告

1 月30日(火)210室  掲 示12:00～16:00
説 明15:00～15:50

発 表番 号  班  発 表 題 名  所 属  発 表 代表 者  ペー ジ

P1A1 1 複合 条件 下 で の照射 挙動 とモデ リン グ  東大 工  石野  栞  57

P1A2 1 シ ミュ レー シ ョン照 射手 段 の相 互比 較 と照射 条件の複合化高度化  名大 工  桐谷 道 雄  58

P1 A3 1 温 度匂 配下 の 水素 お よび溶 質原 子 の挙動  広大 理  紀  隆 雄  59

P1A4 1 照 射欠 陥形 成 に及 ぼす ヘ リウム及 び水素 の効 果  北大 工  大 貫惣 明  60

P1A5 1 水 素存 在下,濃 度 匂配 下 の表面 照射 挙動  九 大応 力研  吉 田直 亮  61

P1A6 1 低 エ ネル ギーHeイ オ ン照 射 に よるBCC金 属の低温脆化促進  熊 本工 大  北 島 貞吉  62

P1A7 1 異 な った 照射 環境 下の 照射 効 果 の相関 性 と材料開発-応力効果  名大 工  坂  公恭  63

P1A8 1 SUS316の 疲 労過 程 に対 す る照射 効果  筑波 大物 質工  奥 田重雄  64

P1A9 1 照射 損傷 の基 礎過 程・・ボイドスエーリング計算・・  九大 応力 研  蔵元 英一  65

P1A10 1 カ スケ ー ドを伴 う照 射下 組織 変 化の カ トカ ステイックモデリング  東亜 大工  北 島一徳  66

P1A11 1 各種 黒鉛 材料 のガ ス放 出お よ び実効 表面 積 の測定  北大 工  山科 俊 郎  67

P1A12 1 黒鉛 およ び改質 黒鉛 材料 の エ ロー ジ ョン特性 および水素リテンション  北大 工  山科 俊 郎  68

P1A13 1 黒鉛 材 料 の水素 リテ ン シ ョンと リサ イク リング  阪 大工  田辺哲 朗  69

P1A14 1 黒鉛 の気 体 透過 と水素 リテ ンシ ョ ンの測 定  名 大工  雨 宮  進  70

P1A15 1 各種 強 化黒 鉛材 の機械 的特 性 と破壊 力学 的特 性の評価  豊 橋技 科大  逆 井基 次  71

P1A16 1 黒鉛及び炭素/炭 素複合材料の照射による強度特性変化  東大工  香山  晃  72

P1A17 1 レー ザー 熱衝 撃 に よる黒鉛 か らの ガス ・粒 子放出と損耗  九 大 応力 研  室 賀 健夫  73

P1A18 1 実 機 プ ラ ズマに よ る黒鉛材 の評価 の理 論 的検討  核 融 合科研  川 村 考 弐  74

P1A19 1 各 種 炭素 材料 の熱 衝撃 特 性評 価  金材 研  白石 春樹  75

P1A20 1 バ ナ ジウ ム合金 の高 温強 度特 性 お よび耐熱 接 合特性に関する研究  東北 大工  阿部 勝 憲  76

P1A21 1 ボ ロ ン10添 加 に よ るヘ リウム効 果 シ ミュレーション手法の検討  東大 工  河西  寛  77

P1A22 1 V-Ti合 金 の中性 子照 射効 果 と ミクロ組織  名大 工  井 関道 夫  78

P1A23 1 バ ナ ジ ウム合金 の水 素 吸収挙 動  北大  黒 川一 哉  79

P1A24 2 福 岡 にお け る大 気 中 トリチ ウムの化 学形 別濃 度の変動  九大 工  岡 井富 雄  80

P1A25 2 湖 沼及 び海 洋 にお け る トリチ ウ ムの挙動  九大RI  加 治俊 夫  81

P1A26 2 環境 中 で の トリチ ウム ガスの酸 化  九 大理  百 島則 幸  82

P1A27 2 雨 水 中の トリチ ウ ムの濃度 変動 解析  九 環協  松 岡信 明  83

P1A28 2 食 品 中の トリチ ウ ム濃 度 の測定  放 医 研  井 上義 和  84



発表番号  班  発 表 題 名  所 属  発表  代表者  ペー ジ

P1A29 2 東海村周辺における環境試料中のトリチウム濃度の変動  動燃  片桐裕実  85

P1A30 2 紫外 線 照射 や無 機 物 によ る トリチ ウムガ スの酸化  富 山大工  宇 佐美 四 郎  86

P1A31 2 富 山地方 陸 水 中の トリチウ ムの挙動  富 山大理  水 谷義 彦  87

P1A32 2 微生 物 に よ る トリチ ウ ムガ スの酸化に 関 す る研究  茨 城大 理  一 政満 子  88

P1A33 2 生物 試 料 の トリチ ウム ガス曝露 実験 の予 備 的検討  東 大 ア イソ トー プ  井 尻 憲一  89

P1A34 2 トリチ ウム代 謝 モデ ル と線 量評 価  京 大 原子炉  斉 藤 真 弘  90

P1A35 2 トリチ ウ ム汚 染食 品摂 取動 物(ラ ッ ト)に お けるトリチウムの体内動態  放 医研  武 田  洋  91

P1A36 2 人体構成有機物及び水の重水素同位体比に関すする研究  京大  上野陽里  92

P1A37 2 トリチ ウ ム水 によ る核 酸 損傷 の分 子機 構  国際 基督 教大  高倉 か ほ る  93

P1A38 2 トリチ ウム水 によ る造血 障害 の発 現機 構 と障 害モニタリングに関する研究  埼玉 医大  平 嶋邦 猛  94

P1A39 2 トリチ ウム水 のマ ウス造 血 系へ の影響 の修飾  産業 医大  土 屋武 彦  95

P1A40 2 ヒ ト リンパ球 染 色体 異常 を指 標 とした トリチ ウム暴露モニター系の開発  阪大 医  森 本兼曩  96

P1A41 2 細胞 が ん化 に おけ る ト リチ ウム水 のRBE  金沢 大薬  二 階堂 修  97

P1A42 2 マ ウスに おけ る トリチ ウム水 の発癌 性  広大 原 医研  横 路謙 次 郎  98

P1A43 2 トリチ ウム水 に よ るマ ウス遺伝 子突 然変 異  阪大  野 村大 成  99

P1A44 2 マ ウ スF1胎 仔 の外表 奇形 発現 に及 ぼす トリチウム水の影響  東 北大 放基  栗 下 昭弘  100

P1A45 2 メダ カの生殖 細胞 突然 変異 の線 量 率効 果  東 大理  嶋  昭紘  101

P1A46 2 マ ウ ス初 期発 生胚 に及 ぼす 各 種OBTの 影響  放 医研  山 田  武  102

P1A47 2 ヒ ト細胞 に対 す る ト リチ ウム水 の低線 量率照射とRBE  放影 研  中村  典  103

P1A48 2 トリチウ ム水 によ る染色 体異 常 の誘発  京大 原子 炉  生 島隆 治  104

P1A49 2 ヒ ト精子 染色 体 に及 ぼす トリチ ウム水 の影 響  旭川 医科 大  美甘 和 哉  105

P1A50 2 日本 の飲食 品及 び 日本 人の トリチ ウム レベル  秋田 大医  滝沢 行 雄  106

P1A51 2 水道 水 中 トリチ ウム レベル の地 理的分 布 と時 系列解析  東大 教育  東郷 正 美  107

P1A52 2 トリチ ウム安全 取扱 法  東大 アイ ソ トー プ  森川 尚 威  108

P1A53 2 トリチ ウム水 及 び トリチ ウ ム シュ ミレー ター に
よ るマ ウス大脳 の 発育 障害  広大原医研  佐藤幸男  109

P1A54 2 環 境 水中 の トリチ ウム測定 と低 レベ ル トリチ ウム測定法の改良  新潟 大 理  橋 本哲 夫  110

P1A55 総 合総括  ヘ リカル系核 融 合炉 の工 学的 検討  核 融 合科 研  宮 原  昭  111

P1A56 総 合 総括  核融 合炉 研究 関係 の用 語(Key Word)  核 融合 科研  宮 原  昭  112

P1A57 総 合総括  電場 ・磁 場 の生体 影響  核 融 合科研  宮 原  昭  113

P1A59 総 合総括  トリチ ウム安 全取 扱 い 目安 ・改訂 版 資料検 討  京 大放 射 線生物 研  岡 田重 文  114



1 月30日(火)320室  掲 示12:00～16:00
説 明15:00～15:50

発 表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発 表代 表者  ペ ー ジ

P1B1 1 低放 射 化 フ ェ ライ ト鋼 の中 性子 照射 効果  東北 大金 研  芽野 秀夫  115

P1B2 1 低放 射化 合 金 のd電 子設 計  豊橋 技科 大  湯川 夏 夫  116

P1B4 1 低放 射 化合 金鋼 の強度 に及 ぼす 照射 効 果  北 大工  岡 田亜 紀良  117

P1B5 1 ロー カル ・アプ ロー チに よ る鋼 の破 壊靱 性 の推定  名 大工  宮 田隆 司  118

P1B6 1 低 放射 化 合金 鋼 の衝撃 特 性 に対 す る照 射効 果  京大原 子 炉  吉 田博行  119

P1B7 1 低 放射 化鉄 鋼 材料 の高 温 強度
-低放 射化 フ ェラ イ ト鋼 の開 発(と くに ク リー

プ破 断 強度 と靱 性 の改善)-  東大工  朝倉健太郎  120

P1B8 1 低 放 射化 フェ ライ ト鋼 の照射 効 果  東大 工  幸 野  豊  121

P1B9 1 低 放 射化 材料 評 価 のた めの デー タベ ー ス統合 化  東大 工  岩 田修 一  122

P1B10 1 Fe-Cr-Mn～Wの 放 射化評 価  金材 研  岡 田雅 年  123

P1B12 1 RTNS-II核 融合 中性 子 被照 射試 料 の欠陥 構
造 と機械 的 性質 の研 究  名大工  桐谷道雄  124

P1B13 1 フェ ライ ト ・マル テ ンサ イ ト鋼 の照 射誘 起偏 析と耐蝕性に関する研究  室 蘭工大  濱 口 由和  125

P1B14 1 Fe-Cr-Mnオ ー ステ ナイ ト鋼 の水 素 に よる延性劣化  東 理大 基工  井 形 直弘  126

P1B15 1 低 放射 化鉄 鋼 材料 の組 織 と機械 的性質 との相関  名大 工  細 井 祐三  127

P1B16 1 Y系 高 温超 伝 導体 の超 伝導 特性 に及 ぼす プ ロ トン照射の効果  名大 工  堂 山 昌男  128

P1B17 1 核 融 合炉 炉心 構造 材料 の照 射 ク リー プの モデ ル

化 と ク リー プ き裂進 展解 析 への その応 用  名大工  村上澄男  129

P1B18 1 合金 の照 射誘 起相 変態 とそ の機構  九 大 工  木 下 智見  130

P1B19 1 非晶 質合 金 中 の トリチ ウ ムの透過  木更 津高 専  恒川 紘吉  131

P1B20 1 α線 照射 した ステ ンレス鋼 等 の組織 と強 度  名大 工  宮原 一 哉  132

P1B21 1 Vお よびV合 金 の 中性 子照 射損 傷 に及 ぼす 合金元素添加効果  北 大工  高 橋平 七郎  133

P1B22 1 核融 合 炉用 鉄鋼 材 料 の強度-組 織相 関  東 大工  香 山  晃  134

P1B23 1 ダイ ナ ミック トリチ ウ ム トリック法 に関 す る研究  東 北大 金研  松 井秀 樹  135

P1B24 1 金 属 中 にお け るカ スケー ド損 傷 の計算 機 シ ミュレーション  岡山理 大  山村 泰道  136

P1B25 1 黒 鉛 にお け る水素 同位 体 の ダイ ナ ミック ・リテ
ン シ ョン と再 放 出機構  名大工  森田健治  137

P1B26 1 核 融 合被 覆炉 内材 料 の熱 衝撃 、疲 労特 性 に関 する研究  阪大 工  三 宅正 宣  138

P1B27 1 水 素 リサ イク リング過程 に お ける粒子 の表 面 反

射現 象 の研 究/レ ーザ ー によ る炉壁 候補 材 の熱
衝撃 試験  横浜国大工  宇佐美誠二  139

P1B28 1 トリチ ウム ビー ム と各種 黒鉛 材 料表 面 との相 互作用  東大 工  山 脇道 夫  140

P1B29 1 各 種黒 鉛材 料 中 の トリチ ウ ムイ ンベ ン トリー の評価  富 山大 トリチウム科学セ  渡 辺 国昭  141

P1B30 1 セ ラ ミック スの電 子励 起 に よる欠 陥生成  名 大理  伊 藤憲 昭  142



発表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発表 代 表者  ペー ジ

P1B31 1 金属 炭化 物 の照 射損 傷  名大 工  松 井 尚之  143

P1B32 1 セ ラ ミック スのイ オ ン照射 に よ る損 傷  名大 工  黒 田光 太郎  144

P1B33 1 セ ラ ミック ス中の点 欠 陥 の電子 構造 と安 定性  香川 大 教育  中川益 夫  145

P1B34 1 炭 化 ケイ素 を 中心 とす るセ ラ ミック スの照射 損傷  東工 大  井 関 孝善  146

P1B35 1 繊 維 セ ラ ミックスの放 射線 照射 損 傷  大 阪府 大工  岡村 清 人  147

P1B36 1 黒鉛 の照 射損 傷 と二,三 の物理 的性質  原 研  岩 田忠夫  148

P1B37 1 セ ラ ミックス材料 の電 気 的特 性 に及 ぼす照 射効果  原 研  大野 英 雄  149

P1B38 1 蒸着 セ ラ ミックス の放 射 線損 傷  東北 大金研  四竈 樹 男  150

P1B39 1 ダ イヤ モ ン ドの透 過 電子 顕微 鏡観 察  無機 材研  守 吉佑 介  151

1月31日(水)210室  掲示12:00-16:00説 明
15:00～15:50

発 表番 号  班  発 表 題 名  所 属  発 表代 表者  ペー ジ

P2A1 3 中性 子 放射 化法 によ る ρR計 測  京 大工  木 村逸 郎  152

P2A2 3 CR-39ト ラッ クデ ィテ クター に よる ρR計測  神 戸商 船大  三 宅  寛  153

P2A3 3 高 感度 トラ ックデ ィテ クタ ーの開発  宇 宙科 学 研  藤井 正美  154

P2A4 3 CR-39の トリ トン応答 特 性  核融 合科 研  笹 尾 真 実子  155

P2A5 3 中性 子 ス トリー ク カ メラの設 計  阪大 レーザ ー研  山 中正 宣  156

P2A6 3 中性 子 ス トリー クカ メラ用酸 化 ウラ ンカソー ドの電子放出特性  阪大 工  飯 田敏 行  157

P2A7 3 中性 子 ス トリー クカ メ ラの 特性試 験  阪大 産研  山本 幸 佳  158

P2A8 3 X線 フ レー ムカ メ ラの開発  北大 工  榎 戸武 揚  159

P2A9 3 Wolter型X線 マ イ クロ スコー プ の開 発  筑 波大 物工  青 木 貞雄  160

P2A10 3 多 層膜X線 反 射鏡  阪 大理  山 下広 順  161

P2A11 3 高 周波 加 熱 プ ラズマ の輸送 と制 御  核 融合 科研  渡 辺 二太  162

P2A12 3 高 周波 加 熱 プ ラズマ 閉 じ込 め解 析  岡 山大 工  福 山  淳  163

P2A13 3 粒子 シュ ミレー シ ョンによ る高周 波加 熱 と電流駆動  龍 谷 大理 工  阿部 宏尹  164

P2A14 3 高周 波電 流駆 動 プ ラ ズマに お ける鋸歯 状振 動  京大 理  嘩道  恭  165

P2A15 3 高周 波 トカマ クに おけ る高 エ ネルギ ー電子 の生成と緩和  愛媛 大理  百 々太 郎  166

P2A16 3 高周 波加 熱 プ ラ ズマの密 度揺 動(WT-III)  福井 大工  出原 敏 孝  167

P2A17 3 高 周波 電流 駆動 プ ラズマ の境界 プラ ズマ  大 阪工大  中 村正 彦  168

P2A18 3 RFト カマ クの電 流制 御  静 岡大工  深 尾正 之  169

P2A19 3 ICRF加 熱 と粒 子輸 送  京 大工  八 坂保 能  170

P2A20 3 プ ラ ズマ中電 子密 度,水 素 原子 ・分 子密 度 の決定  京 大工  藤 本  孝  171

P2A21 3 プ ラ ズマ波動 の サ ブ ミ リ波 散 乱計 測  名 大工  築 島 隆繁  172

P2A22 3 非軸 対称 トー ラ ス閉 じ込 め の最適 化  核 融 合科 研  伊 藤 公孝  173



発表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発表 代 表者  ペ ー ジ

P2A23 3 粒子 閉 じ込 め の最 適化  核 融合科 研  上村 鉄 雄  174

P2A24 3 非軸 対 象 トー ラスの平 衡 ・安定 ・輸 送 シュ ミレーション  核 融合科 研  等 々力 二郎  175

P2A25 3 プ ラズマ電 位制 御 の実 験  東北 大 工  津 島  晴  176

P2A26 3 エル ゴデ ィック磁 気 リ ミター に よる周辺 プ ラズマの制御  名大 工  高 村秀 一  177

P2A27 3 ビー ム プ ロー プ に よる周辺 プ ラズマ の測定  九 大総 理 工  小 森彰 夫  178

P2A28 3 ビー ム プ ロープ に よる電 界測定  阪市大 工  勝 俣 五男  179

P2A29 3 ス フ ェロマ クCTCCの 実験(平 衡 と安定 性)  阪大 工  渡 辺 健二  180

P2A30 3 逆 転磁 場 ピンチ(RFP)の 電 磁 流体 力学 的緩和  東 大理  宮 本 健郎  181

P2A31 3 Z電 流 によ るFRCプ ラズ マの安 定化  日大 理工  野 木 靖之  182

P2A32 3 トカマ ク鋸歯 振動 とプ ラ ズマ緩和  核融 合科 研  佐藤 哲也  183

P2A33 3 有 限 ラー マー半 径効 果 を考慮 した流 体モ デ ル  京大 ヘ リオ トロ ン  若谷 誠宏  184

P2A34 3 ヘ リカル系3次 元平 衡 と磁気 面 の乱 れ  核融 合科研  林  隆 也  185

P2A35 3 FRCの 傾 斜不 安定 性 と粒子 効 果 に よる安定 化  核 融合 科研  佐 藤哲 也  186

P2A36 3 RFP磁 場 の 自己反 転 と維持 機構  広大 理  草野 完也  187

P2A37 3 低周 波粒 子 シ ミュ レー ショ ン(LOMEGA)核 融 合科 研  上村 鉄雄  188

P2A38 3 マ ク ロス ケー ル粒子 シ ミュ レー シ ョン(MACROS)コードの開発と応用  広大 核 融合理 論 研 セ  田 中基 彦  189

P2A39 3 ジャ イ ロ運 動論 的粒 子 シ ミュレー シ ョ ン  山 口大 工  内 藤裕 志  190

P2A40 3 強結 合 プ ラ ズマ3次 元 粒子 シ ミュ レー ショ ン  阪 大 レー ザー研  西 原功 修  191

P2A41 3 エ ッジプ ラ ズマ のモ デ リング  東 大工  吉 田善 章  192

P2A42 総 合総括 核融 合炉 材 料照 射試 験 装置 の総 合的 検討  東 大工  石 野  栞  193

P2A43 総 合総 括 核燃 料 プ ラ ズマ計 測機 器開 発 の準備 研究  核 融合 科研  飯 吉厚 夫  194

P2A44 総 合総 括 ヘ リカル型 装 置超電 導 化 に関す る技 術 的問題 点の調査  九 大工  山 藤  馨  195

P2A45 総 合総 括 D-T中 性 子 に よ る放 射線 損傷 過程 シ ミュ レーション  阪大工  住 田健二  196

P2A46 総 合総 括 トリチ ウム取 扱 ・施設 利用 の向上 に関 す る検討  近幾 大  柴 田俊一  197

P2A47 総 合総 括 核 融 合関 連放 射性 廃棄 物処 理 ・処 分方 策 の技術的検討  東 工 大原 子炉 研  岡本 真実  198

P2A48 総 合総 括 RTNS-IIに よ る核 融合 炉 関連研 究成 果 の総括  東 工大  河村 和孝  199

1 月31日(水)320室  掲 示12:00～16:00

説 明15:00～15:50

発表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発表 代 表者  ペ ー ジ

P2B1 4 低 温 構造 材 の変形 ・破壊 挙動 と核 融 合

超 伝導 マ グネ ッ ト設 計へ の応 用

-疲労 ・セ レー シ ョン及 び発 熱評 価-  東北大工  前川一郎  200

P2B2 4 低 温構 造 材 とそ の溶接 継 手 の強度  阪大 工  岸 田敬三  201

P2B3 4 マ グネ ッ ト構 造材 の摩擦 発熱  岩手 大工  岩淵  明  202



発 表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発表 代表 者  ペ ー ジ

P2B4 4 超 電導 マ グ ネ ッ ト絶縁 材 の開発 と耐放 射線性 の

向上-耐 放 射線 性 マ トリ ックス材料 の開 発-  京大原子炉  山岡仁史  203

P2B5 4 超 伝 導 マ グネ ッ ト絶縁 材 の開 発 と耐放 射線 性 の

向上-耐 放射 線性 複 合材料 の構成 法 の開発-  阪大産研  西嶋茂宏  204

P2B6 4 シェブ レル相 超伝 導体 の線 材 化 と評価  長 岡 技科 大  濱崎 勝 義  205

P2B7 4 新 超 伝導 材Y Ba2 Cu3 0yの 特性 評 価  阪府 大工  奥 田喜 一  206

P2B8 4 in situ法Nb3Sn線 材 の研究 と 日米交 換 試料  秋 田大鉱  永 田明 彦  207

P2B9 4 B1型NbN系 超伝 導体 の線材 と特 性評 価  東北 大工  鈴 木光 政  208

P2B10 4 液体 浸透 法Nb3Snの 研 究及 び酸 化物 超伝 導体の高磁界特性評価  東北 大金 研  渡 辺和 雄  209

P2B11 4 導体 のずれ に よ る擾 乱 の定 量化 と安 定性  横浜 国 大  塚 本修 巳  210

P2B12 4 複 合 テー プ超伝 導 体 の動 的安定 化  日大 理 工  小 笠 原武  211

P2B13 4 面 冷却 型超 伝 導 テー プ導体 の励 磁安 定性  九 大  山藤  馨  212

P2B14 4 超 伝導 ケ ー ブル導 体 の特性 評価  鹿 児 島大工  住 吉 文夫  213

P2B15 4 超 電導1次 撚 線 ケー ブ ルの低損 失構 造 と高速 常電導転移過程  九 大工  船 木 和夫  214

P2B16 4 大型 ヘ リカル装 置用超 伝 導体 の開 発  核 融 合科 研  山本 純 也  215

P2B17 4 超臨 界 ヘ リウ ム浸 漬 冷却 の熱 伝達  九大  竹尾 正 勝  216

P2B18 4 冷凍 機冷 却型 電流 リー ドの特 性  日大 原子 力  松 原洋 一  217

P2B19 4 超電 導 コイル環 境下 の絶 縁破 壊 機構 と耐 電圧 向上法  九大 工  原  雅 則  218

P2B20 4 超電 導 マ グネ ッ トにお け る擾乱 発生 条件 と安 定化構造の研究  東北 大  谷 順二  219

P2B21 4 超 電導 マ グ ネ ッ ト内 の巻線 運動 と不 安定 性 との関係  近 畿大 九州 工  近 葉實 雄  220

P2B22 4 液 体 ヘ リウム浸漬 冷却 超電 導 マ グネ ッ トにお け
る微小 擾 乱測 定用 セ ンサ の開発  東大生産研  藤田博之  221

P2B23 4 超 電 導 マ グネ ッ トの ク エ ンチ予測

-機 械 的擾乱 によ って発生 す る熱 の定 量化-  東北大流体科学研  高木敏行  222

P2B24 4 超 電 導 コ イル にお ける常 伝導 部 の層 間伝播 の評価  九 大工  船木 和夫  223

P2B25 4 高磁 界用A15型 先進 超伝 導線 材 ・導体 の特性 改善と評価  岩手 大工  能登 宏 七  224

P2B26 4 A15型 化合物 超 電導 体 の微細 構造 と ピン特性 に関する基礎的研究  京大 工  長村 光 造  225

P2B27 4 超流 動 ヘ リウムの パ ル ス的 熱伝 達  大阪 市大 理  児 玉隆 夫  226

P2B28 4 超音 波 を用 いた超電 導 マ グ ネ ッ トの クェ ンチ の検出法に関する研究  成践 大 工  石 郷 岡猛  227

P2B29 4 超 電導 マ グネ ッ トの冷 却 に関す る流 動 と伝熱 の包括的研究  九大 工  伊 藤猛 宏  228

P2B30 4 間接 冷却 によ る高 電流 密 度超 伝導 マ グネ ッ ト開

発 に関す る研 究  日大原子力  松原洋一  229

P2B31 4 核融 合炉 超電 導 マ グネ ッ ト構 造健 全性 評価 シス
テ ムの開 発 に関す る電 磁 破壊 力学 的研 究  東北大工  進藤裕英  230

P2B32 4 交流 用極 細 多芯複 合 線 の開発  日大 理工  久保 田洋 二  231



発表 番 号  班  発 表 題 名  所 属  発 表 代表 者  ペー ジ

P2B33 4 A15型 化 合物 超 電導 体 の ピ ン特 性の 改善 に関 する問題  九大 工  松 下 照男  232

P2B34 4 in situ法Nb3Sn線 材 の開 発研 究  日大 理工  八十 濱和 彦  233

2月1目(木)210室  掲示12:00～16:00
説 明14:45～15:35

発表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発 表代 表者  ペー ジ

P3A1 3 軽 イ オ ン ビー ム ター ゲ ッ ト爆縮 過程 の計 測  長 岡技 科大  八 井  浄  234

P3A2 3 トー ラス系核 融合 実験 装 置 にお け る中性子 計測
の高 精度 化I-中 性子 発生 量 測定-  核融合科研  佐藤浩之助  235

P3A3 3 レー ザー 爆縮 プ ラズマ の原子 過程  岡山 大工  古谷 洋一 郎  236

P3A4 3 ス ピン偏 極 した 重水 素 に よる プ ラズマ追 加熱 のための基礎研究  九大 工  和久 田 義久  237

P3A5 3 大電 力高 周波 加 熱用 ア ンテナ と伝送 系 に関す る研究  東北 大工  安達 三 郎  238

P3A6 3 ア ル フベ ン波 に よる加 熱 と制御 の基 礎研 究  静 岡大 教養  天 岸祥 光  239

P3A7 3 超高 温 プ ラ ズマ診 断用 シ ョッ トキ ・ダイ オー ド検出器の開発  東 北大 通研  水 野 皓司  240

P3A8 3 サ ー マル バ リア電 位形 成機 構  筑 波 大 プ ラズマ研 究 セ  三 好 昭一  241

P3A9 3 可 視分 光 トモ グラ フ ィー計 測技 術 の開発  阪大工  後 藤誠 一  242

P3A10 3 FRCプ ラズマ の高周 波変 動磁 場 モー ドの解析  日大 理工  野 木靖 之  243

P3A11 3 ミュー オ ン触 媒核 融 合の理 論  筑波 大物 工  石原  武  244

P3A12 3 核 融 合 プ ラズマ輸 送理 論 に おけ る新手 法 開発 のための研究  核融 合科 研  羽島尹 承  245

P3A13 3 高 効 率爆 縮用 大 気圧ArF/krFレ ー ザー の大強度増幅  慶応 大理 工  小原  實  246

P3A14 3 ヘ リカル磁気 軸 系 にお け るプ ラ ズマ 閉 じ込 めの実験研究  東北 大工  渡辺 博 茂  247

P3A15 3 セ パ ラ トリクスを利 用 した 逆磁 界 ピンチの形 成と電流維持  京都 工 繊大  押 山  宏  248

P3A16 3 反転 磁 場配 位(FRC)プ ラズマ に おけ る粒 子・捕捉磁束輸送  大 阪大 工  大 井正 一  249

P3A17 3 周辺 プ ラズマ 中の 不純 物計 測 のた め の真 空紫 外
レー ザー蛍 光 分光 法 の開発  九大総理工  村岡克紀  250

P3A18 3 トー ラ ス系核 融合 実験 装 置 にお け る中性子 計測
の高精 度化II-中 性子 スペ ク トル測定-  東大工  中沢正治  251

P3A19 3 高 温 超電 導体 を用 いた相 対論 的電 子 ビー ム ・ダ

イ オー ドの基 礎 的実験 研 究  山梨大工  松沢秀典  252

P3A20 3 高 効 率爆 縮方 式 パ ル スパ ワー発生 装 置 によ るイオンビームの発生と計測  熊本 大工  秋 山秀 典  253

P3A21 3 大 強 度相 対論 的電 子 ビー ムー プ ラズマ系 か らの

大 出 力広 帯域 マイ ク ロ波 発生  金沢大理  増崎  克  254

P3A22 3 負 イ オ ン源 の ため の シー トプ ラ ズマ物理 の実 験的研究  京大 原 エ ネ研  神 保光 一  255

P3A23 3 アル フ ァ粒 子計 測 用負 イ オ ン源 開発 の た めの基礎過程の解明  核 融合 科研  笹 尾真 実子  256

P3A24 3 RFPプ ラ ズマ にお け る電 子分 布関 数 と閉 じ込め特性の研究  東 大理  宮 本健 郎  257



発 表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発 表 代表 者  ペ ー ジ

P3A25 3 反 転 磁場 配位(FRC)プ ラズマへ の中性 粒子ビーム入射基礎実験  阪大 工  後 藤誠 一  258

P3A26 3 スフ ェロ マ ックプ ラ ズマの ジュール加 熱  阪大 工  里見 憲 男  259

P3A27 3 逆磁 場 ピンチ にお け るプ ラズマ電 流 波形 の制 御  日大 理工  椎 名庄 一  260

P3A28 T理 工 トリチ ウム同位 体分 離  名大 工  山 本一 良  261

P3A29 T理 工 高濃 度 トリチ ウム のin-situかつ 非 破壊 測定 に関する研究  富山 大 トリチ ウム 科学セ  松 山政 夫  262

P3A30 T理 工 トリチ ウム含 有廃 棄物 の処 理 ・保管  元 名大P研  天 野  恕  263

P3A31 T理 工 材 料 中 トリチ ウムの挙 動  九 大工  杉 崎 昌和  264

P3A32 T理 工 プ ラズマ排 ガ ス処 理 と機能 性材 料  熊 本大 理  佐 野 瑞香  265

P3A33 T理 工 アル ミニ ウム合金 中 の トリチ ウムの挙動  東 北大 工  飯 島 嘉 明  266

P3A35 T理 工 核 融 合炉 ブ ラ ンケ ッ トにお け る トリチ ウムの増殖と回収  東大 工  田 中  知  267

P3A36 T理 工 粉末 焼結 ニ ッケル合 金膜 によ る トリチ ウム分 離  長 岡技科 大  伊 藤義 郎  268

P3A37 T理 工 リチ ウム複酸 化 物 の粒度 と焼 結 性の制 御  豊橋 技科 大工  稲 垣道 夫  269

P3A38 T理 工 液体Li中 で のNb,Zr膜 の水素 窓  阪大 工  柳  忠  270

P3A39 T理 工 増殖 トリチ ウムの 回収-貯 蔵-供 給 材 と してのZr系ゲッターの特性  富 山大 トリチウム科学セ  渡 辺 国昭  271

P3A40 T理 工 プ ラズマ状 態 トリチ ウ ムの透過 な らびに生成 不
純 物 の挙動 に関す る実 験 的研 究  東工大原子炉  研  藤井靖彦  272

P3A41 T理 工 アル ミニ ウム及 び アル ミニ ウム合金 中の水 素 同位体透過  東 北大 工  飯 島 嘉 明  273

P3A42 T理 工 各 種 配管 材料 表面 へ の トリチ ウムの付 着量 の測定と除染対策  九 大  西 川 正 史  274

P3A43 T理 工 第一 壁 に おけ る トリチ ウム イ ンベ ン トリーの 評価  阪大 工 田辺 哲 朗  275

P3A44 総 合総 括 核 融合 プ ラ ズマ ・ブ ラ ンケ ッ ト複合 研究 会  京大 理  田中茂 利  276

P3A45 総 合総 括 核 融合 炉 トリチ ウム増 殖材 料 の増殖 ・回 収性 能評価  東大 工  高 橋洋 一  277

P3A46 総 合総 括 核 融合 臨 界条件 の物理 と達 成 のた めの物 理 阪大 レー ザー研  山 中龍 彦  278

P3A47 総 合総 括 核 融 合材 料開 発 の現状 分析 と今後 の課題  東 北大 工  諸 住正 太 郎  279

P3A48 総 合総 括 次 期 大型 装置 にお ける第一 壁工 学 研究 の現状 と課題  東 大工  宮  健 三  280

2月1日(木)320室  掲 示12:00～16:00
説 明14:45～15:35

発表 番 号  班  発 表 題 名  所 属  発表 代 表者  ペ ー ジ

P3B1 5 液体 金 属Li冷 却 関連  阪大 工  宮 崎慶 次  281

P3B2 5 核 融合 炉 の液体 金 属 リチ ウム冷 却 に関す る電 磁

流 体 ・熱 ・構造 的研 究
(偏 平 矩形 流路 内 リチ ウム流 の流動 伝熱 特性)  東工大原子炉研  井上  晃  282

P3B3 5 核 融 合中性 子 ・誘 導 ガ ンマ線透 過 ベ ンチマ ー ク実験と解析法の開発  東大 工  岡  芳 明  283

P3B4 5 14MeV中 性 子 の ス ト リー ミング  京大 工  秦  和 夫  284

P3B5 5 中性 子 ・誘導 ガ ンマ線 透過 ベ ンチマ ーク実験 と解析法の開発  京 大原 子炉  市 原千 博  285



発表 番号  班  発 表 題 名  所 属  発 表代 表者  ペ ー ジ

P3B6 5 第 一壁 に お け る構 造問 題  東 大工  宮  健 三  286

P3B7 5 核 融 合中性 子 誘導 二次 γ線 生成 に関す る積 分実験  阪 大工  山 本淳 治  287

P 3B8 5 核 融 合炉 材料 の使 用条 件下 での ク リープ 曲線 の推定  東北大 工  及 川  洪  288

P3B9 5 高 出 力密 度 の核融 合炉 第一 冷 却壁 の液 体金 属 ミ
ス ト冷却 に関 す る熱 ・構 造 的研究  東北大工  戸田三郎  289

P3B10 5 レー ザー 照射 によ る第 一 壁面 の熱 構造 試験  筑波 大  成 合 英樹  290

P3B11 5 核 融 合炉 第一 壁 の欠 陥診 断技 術 と補 修技 術 の確立  東大 工  宮  健 三  291

P3B13 5 He-3ガ スブ ラ ンケ ッ トシステ ムの研 究  東大 工  中沢 正 治  292

P3B14 5 プラ ズマ デ ィス ラプ シ ョン時 の第一 壁 の挙動 に関する研究  東大 工  班 目春 樹  293

P3B15 5 プ ラズマ デ ィス ラプ シ ョ ン時 にお け る第 一壁 構
造用 材 料 の非 弾性 挙動 に関 す る研究  京大工  井上達雄  294

P3B16 5 固 気混 相媒 体 に よ る核 融合 炉 ブ ラ ンケ ッ ト冷却  久 留米 高専  長 谷 川修  295

P3B17 5 核 融合 炉用 黒鉛 およ び炭素 複合 材 の熱衝 撃試 験
によ る耐 デ ィ スラプ シ ョ ン性 の評価  茨城大工  佐藤千之助  296

P3B18 5 核 融合 材用 元 素 の短寿 命放 射化 断面 積 の測 定  阪 大 工  高 橋 亮人  297

P3B19 5 緩 減速DT中 性子 即発 ガ ンマ線 プ ロフ ィル に及ぼす中性子スペクトルの挙動  熊 本 大工  岸 川 俊 明  298

P3B20 6 核 融 合炉 第一 壁設 計 支援 エ キ スパー トシス テムの開発  東大 工  矢川 元基  299

P3B21 6 高壁 負荷 逆転 磁場 ピンチ動 力炉 の概念 設 計  東大 工  近 藤駿 介  30O

P3B22 6 核融 合安 全研 究 の動 向調 査 と分 析 ・評 価  東工 大  藤 家洋 一  301

P3B23 6 ア ドバ ンス燃 料 炉 の点 火燃 焼特 性  九 大工  太 田正 男  302

P3B24 6 DT中 性 子 の緩 減速 領域 にお け る第 一壁 材料 の

速 中性子 捕 獲 ガ ンマ線 プ ロ フ ィル  熊本大工  安河内一夫  303

P3B26 6 高 出力密 度核 融 合炉 にお け る要 素交 換技 術 の基礎設計  阪 大工  西 川雅 弘  304

P3B27 6 磁気 熱 絶縁 型慣 性 核融 合 のfeasibilityの 研究  阪 大 レー ザー研  西 原功 修  305

P3B28 6 核 融合 の有 効利 用 法 に関す る研 究  九 大総 理 工  中島秀 紀  306

P3B29 6 材料 デー タ シス テ ムに よる材料 使用 条 件導 出 プロセスに関する研究  東 大工  岩 田修一  307

P3B30 6 核 融 合特 別研 究 にお け る研 究 成果 デ ータ ベー ス作成手法の硯究  核 融 合科 研  大 林 治夫  308

P3B31 6 コ ンパ ク ト核 融 合 ア ドバ ンス トランキ ンサ イ ク
ル にお け る非 平衡MHD発 電 機 の設計 研究  京大工  石川本雄  309

P3B32 6 プ ラ ズマ生成 共 同研 究(1)  京大 ヘ リオ トロ ン  佐 野史 道  310

P3B33 6  〃 (2)  阪大 レーザ ー研  中井 貞 雄  311

P3B34 6  〃 (3)  筑波 大 プ ラズ マ  犬竹 正 明  312

(筑 波大 学 ガ ンマ10に お ける共 同研 究)


